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1． 貿易収支（季節調整値）は 10 ヵ月連続の赤字 

財務省が 2月 20 日に公表した貿易統計によると、12 年 1 月の貿易収支は▲14,750 億円と 4ヵ月

連続の赤字となり、ほぼ事前の市場予想（QUICK 集計：▲14,325 億円、当社予想は▲15,556 億円）

通りの結果となった。輸出が 12 月の前年比▲8.0％から同▲9.3％へと減少幅を拡大させる一方、

輸入が 12 月の前年比 8.1％から同 9.8％へと伸びを高めた。 

原数値の貿易赤字が前月（▲2,056 億円）から大きく拡大したのは、1 月はもともと正月休みの

影響で輸出量が少なく貿易赤字になりやすいという季節性も影響しているが、季節調整済の貿易収

支も▲6,128億円と10ヵ月連続の赤字となり、12月の▲5,687億円から赤字幅が拡大した。ただし、

中国の旧正月が昨年よりも早かったことが輸出の下押し要因になっている可能性が高く、輸出、貿

易収支の基調を判断するためには 2 月と均して見ることが必要だろう。 

なお、貿易収支が大幅な赤字となったことで、1 月の経常収支（原数値）は赤字となる可能性が

高くなった（現時点では▲2,400 億円程度の赤字を予想）。ただし、貿易収支と同様に経常収支も 1

月は赤字になりやすい月で、09 年 1 月にも経常赤字を記録している。季節調整済の経常収支は黒字

を維持することが見込まれるため、経常収支が基調として赤字に転落するわけではない。 
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輸出の内訳を数量、価格に分けてみると、輸出数量が前年比▲9.7％（12 月：同▲6.6％）、輸出

価格が前年比 0.5％（12 月：同▲1.5％）であった。輸入の内訳は、輸入数量が前年比 3.1％（12

月：同▲0.7％）、輸入価格が前年比 6.5％（12 月：同 8.9％）であった。 
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タイ向けの輸出は 11 月に前年比▲24.0％

と急速に落ち込んだ後、12月が同▲16.6％、

1 月が同▲8.5％と 2 ヵ月連続で減少幅が縮

小した（タイからの輸入は 11 月：前年比▲

11.9％→12 月：同▲20.1％→1 月：同▲

13.4％）。減少は続いているが、アジア全体

（1月：前年比▲13.7％）に比べればマイナ

ス幅は小さくなっており、洪水による影響自

体は解消に向かっていることが推察される。 

 

2． 1-3 月期も外需が成長率の下押し要因に 

自動車輸出は前年比 2.2％（12 月：同▲4.1％）と 3ヵ月ぶりに増加した。EU 向け（12 月：前年

比▲20.1％→1 月：同▲29.7％）、アジア向け（12 月：前年比▲10.7％→1 月：同▲1.2％）は引き

続き減少したが、米国向け（12 月：1.9％→1 月：14.0％）が高い伸びとなり、全体を大きく押し

上げた。 
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1 月の輸出数量指数を地域別に見ると、米国向けが前年比 0.0％（12 月：同 2.3％）、EU 向けが前

年比▲10.1％（12 月：同▲13.1％）、アジア向けが前年比▲14.9％（12 月：同▲11.1％）となった。

季節調整値（当研究所による試算値）では、米国向けが前月比▲1.1％、EU 向けが同 0.9％、アジ

ア向けが同▲4.9％、全体では同▲1.7％となった。米国向けは 3 ヵ月ぶりに低下したが、1 月の水

準は 11 年 10-12 月期を 4.9％上回っており、米国経済の底堅さを受けて増加基調を維持していると
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判断される。一方、アジア向けは同地域の景気減速を反映し低調な動きが続いている。 

10-12 月期のＧＤＰ統計では輸出が前期比▲3.1％と大幅な減少となり、外需が前期比・寄与度▲

0.6％と成長率を大きく押し下げた。欧州の景気後退、アジア新興国の景気減速を背景とした輸出

の減少が続くことから 1-3 月期も外需が成長率の下押し要因となることが見込まれる。ただし、米

国向けの輸出が堅調を維持していること、タイの洪水による下押し圧力が解消に向かっていること

から、外需のマイナス幅は 10-12 月期よりも縮小することが予想される。 
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